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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成21年4月2日(2009.4.2)

【公開番号】特開2007-95025(P2007-95025A)
【公開日】平成19年4月12日(2007.4.12)
【年通号数】公開・登録公報2007-014
【出願番号】特願2006-39905(P2006-39905)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  13/36     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  13/36    ５２０Ｄ
   Ｇ０６Ｆ  13/38    ３３０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月16日(2009.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プロセッサおよびメモリに接続されルート機能を有するルートデバイスと、
　前記ルートデバイスに第１のバスを介して接続される第１のデバイスと、
　前記ルートデバイスに第２のバスを介して接続されるとともに、前記第１のデバイスに
第３のバスを介して接続される第２のデバイスと、
を備え、
　前記ルートデバイスは、前記プロセッサが当該ルートデバイスを介して前記メモリにア
クセスした場合に、前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとの間に位置する前記第１
のバスおよび前記第２のバスを経由する第１のデータ転送経路から前記第１のデバイスと
前記第２のデバイスとの間に位置する前記第３のバスを経由する第２のデータ転送経路に
切り替える切替手段を有する、
ことを特徴とする制御装置。
【請求項２】
　前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記
第２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々有するデバイスであり、
　前記切替手段は、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替え
る制御を前記スイッチに行わせるための信号を前記第１のバスを介して前記第１のデバイ
スに送信するとともに前記第２のバスを介して前記第２のデバイスに送信することで、前
記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える、
ことを特徴とする請求項１記載の制御装置。
【請求項３】
　前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記
第２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々有するデバイスであり、
　前記切替手段は、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替え
る制御を前記スイッチに行わせるための前記第１のデバイスを通信先として示す通信アド
レスを前記第２のデバイスに送信するとともに前記第２のデバイスを通信先として示す通
信アドレスを前記第１のデバイスに送信することで、前記第１のデータ転送経路から前記
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第２のデータ転送経路に切り替える、
ことを特徴とする請求項１記載の制御装置。
【請求項４】
　前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記
第２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々有するデバイスであり、
　前記ルートデバイスと前記第１のデバイスとを接続する前記第１のバスとは異なる第１
の信号線をさらに具備し、
　前記ルートデバイスと前記第２のデバイスとを接続する前記第２のバスとは異なる第２
の信号線をさらに具備し、
　前記切替手段は、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替え
る制御を前記スイッチに行わせるための信号を前記第１の信号線を介して前記第１のデバ
イスに送信するとともに前記第２の信号線を介して前記第２のデバイスに送信することで
、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える、
ことを特徴とする請求項１記載の制御装置。
【請求項５】
　プロセッサおよびメモリに接続されルート機能を有するとともに前記メモリに対する制
御機能を有するメモリ制御デバイスと、
　前記メモリ制御デバイスに第１のバスを介して接続され、画像処理を実行する画像処理
コントローラと、
　前記メモリ制御デバイスに第２のバスを介して接続されるとともに前記画像処理コント
ローラに第３のバスを介して接続され、Ｉ／Ｏデバイスを制御するＩ／Ｏ制御デバイスと
、
を備え、
　前記メモリ制御デバイスは、前記プロセッサが当該メモリ制御デバイスを介して前記メ
モリにアクセスした場合に、前記画像処理コントローラと前記Ｉ／Ｏ制御デバイスとの間
に位置する前記第１のバスおよび前記第２のバスを経由する第１のデータ転送経路から前
記画像処理コントローラと前記Ｉ／Ｏ制御デバイスとの間に位置する前記第３のバスを経
由する第２のデータ転送経路に切り替える切替手段を有する、
ことを特徴とする画像処理システム。
【請求項６】
　前記画像処理コントローラおよび前記Ｉ／Ｏ制御デバイスは、前記第１のデータ転送経
路から前記第２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々有し、
　前記切替手段は、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替え
る制御を前記スイッチに行わせるための信号を前記第１のバスを介して前記画像処理コン
トローラに送信するとともに前記第２のバスを介して前記Ｉ／Ｏ制御デバイスに送信する
ことで、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える、
ことを特徴とする請求項５記載の画像処理システム。
【請求項７】
　前記画像処理コントローラおよび前記Ｉ／Ｏデバイスは、前記第１のデータ転送経路か
ら前記第２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々有し、
　前記切替手段は、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替え
る制御を前記スイッチに行わせるための前記画像処理コントローラを通信先として示す通
信アドレスを前記Ｉ／Ｏ制御デバイスに送信するとともに前記Ｉ／Ｏ制御デバイスを通信
先として示す通信アドレスを前記画像処理コントローラに送信することで、前記第１のデ
ータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える、
ことを特徴とする請求項５記載の画像処理システム。
【請求項８】
　前記ルートデバイスと前記画像処理システムとを接続する前記第１のバスとは異なる第
１の信号線をさらに具備し、
　前記ルートデバイスと前記Ｉ／Ｏ制御デバイスとを接続する前記第２のバスとは異なる
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第２の信号線をさらに具備し、
　前記切替手段は、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替え
る制御を前記スイッチに行わせるための信号を前記第１の信号線を介して前記画像処理コ
ントローラに送信するとともに前記第２の信号線を介して前記Ｉ／Ｏ制御デバイスに送信
することで、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える、
ことを特徴とする請求項５記載の画像処理システム。
【請求項９】
　プロセッサおよびメモリに接続されルート機能を有するルートデバイスによって実行さ
れるデータ転送経路切替方法において、
　前記プロセッサが当該ルートデバイスを介して前記メモリにアクセスし、
　前記プロセッサによる前記メモリへのアクセスが発生した場合に、前記ルートデバイス
に第１のバスを介して接続される第１のデバイスと前記ルートデバイスに第２のバスを介
して接続されるとともに前記第１のデバイスに第３のバスを介して接続される第２のデバ
イスとの間に位置する前記第１のバスおよび前記第２のバスを経由する第１のデータ転送
経路から前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとの間に位置する前記第３のバスを経
由する第２のデータ転送経路に切り替える、
ことを特徴とするデータ転送経路切替方法。
【請求項１０】
　前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記
第２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々具備するデバイスであり、
　前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える制御を前記スイ
ッチに行わせるための信号を前記第１のバスを介して前記第１のデバイスに送信するとと
もに前記第２のバスを介して前記第２のデバイスに送信することで、前記第１のデータ転
送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える、
ことを特徴とする請求項９記載のデータ転送経路切替方法。
【請求項１１】
　前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記
第２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々具備するデバイスであり、
　前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える制御を前記スイ
ッチに行わせるための前記第１のデバイスを通信先として示す通信アドレスを前記第２の
デバイスに送信するとともに前記第２のデバイスを通信先として示す通信アドレスを前記
第１のデバイスに送信することで、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送
経路に切り替える、
ことを特徴とする請求項９記載のデータ転送経路切替方法。
【請求項１２】
　前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記
第２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々有するデバイスであり、
　前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える制御を前記スイ
ッチに行わせるための信号を前記ルートデバイスと前記第１のデバイスとを接続する前記
第１のバスとは異なる第１の信号線を介して前記第１のデバイスに送信するとともに前記
ルートデバイスと前記第２のデバイスとを接続する前記第２のバスとは異なる第２の信号
線を介して前記第２のデバイスに送信することで、前記第１のデータ転送経路から前記第
２のデータ転送経路に切り替える、
ことを特徴とする請求項９記載のデータ転送経路切替方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】制御装置、画像処理システムおよびデータ転送経路切替方法
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【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、制御装置、画像処理システムおよびデータ転送経路切替方法に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、デバイス間の画像データやその他のデ
ータ転送を妨げることのない制御装置、画像処理システムおよびデータ転送経路切替方法
を提供することを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１にかかる発明の制御装置は、
プロセッサおよびメモリに接続されルート機能を有するルートデバイスと、前記ルートデ
バイスに第１のバスを介して接続される第１のデバイスと、前記ルートデバイスに第２の
バスを介して接続されるとともに、前記第１のデバイスに第３のバスを介して接続される
第２のデバイスと、を備え、前記ルートデバイスは、前記プロセッサが当該ルートデバイ
スを介して前記メモリにアクセスした場合に、前記第１のデバイスと前記第２のデバイス
との間に位置する前記第１のバスおよび前記第２のバスを経由する第１のデータ転送経路
から前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとの間に位置する前記第３のバスを経由す
る第２のデータ転送経路に切り替える切替手段を有する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　また、請求項２にかかる発明は、請求項１記載の制御装置において、前記第１のデバイ
スおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経
路に切り替えるためのスイッチを夫々有するデバイスであり、前記切替手段は、前記第１
のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える制御を前記スイッチに行わ
せるための信号を前記第１のバスを介して前記第１のデバイスに送信するとともに前記第
２のバスを介して前記第２のデバイスに送信することで、前記第１のデータ転送経路から
前記第２のデータ転送経路に切り替える。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
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　また、請求項３にかかる発明は、請求項１記載の制御装置において、前記第１のデバイ
スおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経
路に切り替えるためのスイッチを夫々有するデバイスであり、前記切替手段は、前記第１
のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える制御を前記スイッチに行わ
せるための前記第１のデバイスを通信先として示す通信アドレスを前記第２のデバイスに
送信するとともに前記第２のデバイスを通信先として示す通信アドレスを前記第１のデバ
イスに送信することで、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り
替える。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、請求項４にかかる発明は、請求項１記載の制御装置において、前記第１のデバイ
スおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経
路に切り替えるためのスイッチを夫々有するデバイスであり、前記ルートデバイスと前記
第１のデバイスとを接続する前記第１のバスとは異なる第１の信号線をさらに具備し、前
記ルートデバイスと前記第２のデバイスとを接続する前記第２のバスとは異なる第２の信
号線をさらに具備し、前記切替手段は、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ
転送経路に切り替える制御を前記スイッチに行わせるための信号を前記第１の信号線を介
して前記第１のデバイスに送信するとともに前記第２の信号線を介して前記第２のデバイ
スに送信することで、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替
える。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
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　また、請求項５にかかる発明の画像処理システムは、プロセッサおよびメモリに接続さ
れルート機能を有するとともに前記メモリに対する制御機能を有するメモリ制御デバイス
と、前記メモリ制御デバイスに第１のバスを介して接続され、画像処理を実行する画像処
理コントローラと、前記メモリ制御デバイスに第２のバスを介して接続されるとともに前
記画像処理コントローラに第３のバスを介して接続され、Ｉ／Ｏデバイスを制御するＩ／
Ｏ制御デバイスとを備え、前記メモリ制御デバイスは、前記プロセッサが当該メモリ制御
デバイスを介して前記メモリにアクセスした場合に、前記画像処理コントローラと前記Ｉ
／Ｏ制御デバイスとの間に位置する前記第１のバスおよび前記第２のバスを経由する第１
のデータ転送経路から前記画像処理コントローラと前記Ｉ／Ｏ制御デバイスとの間に位置
する前記第３のバスを経由する第２のデータ転送経路に切り替える切替手段を有する。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、請求項６にかかる発明は、請求項５記載の画像処理システムにおいて、　前記画
像処理コントローラおよび前記Ｉ／Ｏ制御デバイスは、前記第１のデータ転送経路から前
記第２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々有し、前記切替手段は、前記
第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える制御を前記スイッチに
行わせるための信号を前記第１のバスを介して前記画像処理コントローラに送信するとと
もに前記第２のバスを介して前記Ｉ／Ｏ制御デバイスに送信することで、前記第１のデー
タ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　また、請求項７にかかる発明は、請求項５記載の画像処理システムにおいて、前記画像
処理コントローラおよび前記Ｉ／Ｏデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記第２
のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々有し、前記切替段は、前記第１のデ
ータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える制御を前記スイッチに行わせる
ための前記画像処理コントローラを通信先として示す通信アドレスを前記Ｉ／Ｏ制御デバ
イスに送信するとともに前記Ｉ／Ｏ制御デバイスを通信先として示す通信アドレスを前記
画像処理コントローラに送信することで、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデー
タ転送経路に切り替える。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　また、請求項８にかかる発明は、請求項５記載の画像処理システムにおいて、前記ルー
トデバイスと前記画像処理システムとを接続する前記第１のバスとは異なる第１の信号線
をさらに具備し、前記ルートデバイスと前記Ｉ／Ｏ制御デバイスとを接続する前記第２の
バスとは異なる第２の信号線をさらに具備し、前記切替手段は、前記第１のデータ転送経
路から前記第２のデータ転送経路に切り替える制御を前記スイッチに行わせるための信号
を前記第１の信号線を介して前記画像処理コントローラに送信するとともに前記第２の信
号線を介して前記Ｉ／Ｏ制御デバイスに送信することで、前記第１のデータ転送経路から



(7) JP 2007-95025 A5 2009.4.2

前記第２のデータ転送経路に切り替える。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　また、請求項９にかかる発明のデータ転送経路切替方法は、プロセッサおよびメモリに
接続されルート機能を有するルートデバイスによって実行されるデータ転送経路切替方法
において、前記プロセッサによる前記メモリへのアクセスが発生した場合に、前記ルート
デバイスに第１のバスを介して接続される第１のデバイスと前記ルートデバイスに第２の
バスを介して接続されるとともに前記第１のデバイスに第３のバスを介して接続される第
２のデバイスとの間に位置する前記第１のバスおよび前記第２のバスを経由する第１のデ
ータ転送経路から前記第１のデバイスと前記第２のデバイスとの間に位置する前記第３の
バスを経由する第２のデータ転送経路に切り替える。
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　また、請求項１０にかかる発明は、請求項９記載のデータ転送経路切替方法において、
前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記第
２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々具備するデバイスであり、前記第
１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える制御を前記スイッチに行
わせるための信号を前記第１のバスを介して前記第１のデバイスに送信するとともに前記
第２のバスを介して前記第２のデバイスに送信することで、前記第１のデータ転送経路か
ら前記第２のデータ転送経路に切り替える。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　また、請求項１１にかかる発明は、請求項９記載のデータ転送経路切替方法において、
前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記第
２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々具備するデバイスであり、前記第
１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える制御を前記スイッチに行
わせるための前記第１のデバイスを通信先として示す通信アドレスを前記第２のデバイス
に送信するとともに前記第２のデバイスを通信先として示す通信アドレスを前記第１のデ
バイスに送信することで、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切
り替える。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　また、請求項１２にかかる発明は、請求項９記載のデータ転送経路切替方法において、
前記第１のデバイスおよび前記第２のデバイスは、前記第１のデータ転送経路から前記第
２のデータ転送経路に切り替えるためのスイッチを夫々有するデバイスであり、前記第１
のデータ転送経路から前記第２のデータ転送経路に切り替える制御を前記スイッチに行わ
せるための信号を前記ルートデバイスと前記第１のデバイスとを接続する前記第１のバス
とは異なる第１の信号線を介して前記第１のデバイスに送信するとともに前記ルートデバ
イスと前記第２のデバイスとを接続する前記第２のバスとは異なる第２の信号線を介して
前記第２のデバイスに送信することで、前記第１のデータ転送経路から前記第２のデータ
転送経路に切り替える。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　請求項１，５，９にかかる発明によれば、ルートデバイスにおいてＣＰＵからのメモリ
アクセスが発生した場合にも、第１のデバイスと第２のデバイスを第２の高速シリアルバ
スにより直接接続したデータ転送経路を経由してデータ転送することにより、第１のデバ
イスと第２のデバイスの間の画像データやその他のデータ転送を妨げることのない制御装
置を提供することができるという効果を奏する。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　また、請求項２，６，１０にかかる発明によれば、ルートデバイスからの信号に応じて
データ転送経路を切り替えることができるという効果を奏する。
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　また、請求項３，７，１１にかかる発明によれば、パケットの通信先アドレスに応じて
データ転送経路を切り替えることができるという効果を奏する。
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　また、請求項４，８，１２にかかる発明によれば、信号線を経由してルートデバイスで
発生した信号を第１のデバイスと第２のデバイスとに送信するようにしたことにより、デ
ータ転送経路の切り替え信号を高速に伝達することができるとともに、ルートデバイスか
らの信号に応じてデータ転送経路を切り替えることができる。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】削除
【補正の内容】
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